
「１４ひきのおつきみ」より 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月
つ き

に 1回
かい

、本
ほ ん

の中
なか

に登場
とうじ ょう

する料理
り ょ う り

を

給食
きゅうしょく

で提
て い

供
きょう

します。 

  

おはなし給食
きゅうし ょく

 
 

９/９ つきみだんご 

月
つき

見
み

団
だん

子
ご

は、里芋
さといも

などの農
のう

作
さ く

物
ぶつ

の収穫
しゅうかく

に感謝
かんしゃ

し、  

お月
つき

見
み

のときにお供
そな

えをする団
だん

子
ご

のことです。 

給食
きゅうしょく

では、さとうやしょうゆなどから作
つく

った甘
あま

からい味
あじ

のたれをかけた団
だん

子
ご

がでます。 

～どんなおはなし？～ 

１４ひきのねずみの家
か

族
ぞく

が住
す

んでいるのは木
き

の根
ね

っこ。そこ

からお月
つき

見
み

をしようとしても、木
き

の葉
は

っぱが邪魔
じ ゃ ま

をしてよく見
み

え

ません。そこである方法
ほうほう

を思
おも

いつきます。さて、ねずみの家族
か ぞ く

は、無
ぶ

事
じ

にお月
つき

見
み

ができたのでしょうか。 

「１４ひきのおつきみ」  
 

いわむら かずお 作
さ く

・絵
え

  

童心社
どうしんしゃ

  

        

９ 
 

月
が つ

 
 

お月
つき

見
み

は「たぬきのおつきみ(内
うち

田
だ

麟
りん

太
た

郎
ろう

)」「まんまるいけの

おつきみ（かとうまふみ)」「おつきみうさぎ(中川
なかがわ

ひろたか)」な

ど、いろいろな本
ほん

にもでてきます。 

昔
むかし

の暦
こよみ

では、７～９月
がつ

を秋
あき

としていました。特
と く

に秋
あき

の真
ま

ん

中
なか

である旧
きゅう

暦
れき

８月
がつ

１５日
にち

のことを「十五夜
じ ゅ う ご や

」や「中秋
ちゅうしゅう

の名月
めいげつ

」

とよび、一年
いちねん

で一番
いちばん

きれいに月
つき

が見
み

える日
ひ

とされてきました。

この日
ひ

に、ススキ、月
つき

見
み

団
だん

子
ご

、里芋
さといも

、旬
しゅん

の野
や

菜
さい

や果物
くだもの

などを  

お供
そな

えしてお月見
つ き み

をします。今年
こ と し

の十
じゅう

五
ご

夜
や

は 9月
がつ

１０日
か

です。 

秋
あき

の夜
よる

に 美
うつく

しい月
つき

をなが

めながら、農
のう

作
さく

物
ぶつ

の収穫
しゅうかく

に

感謝
かんしゃ

する行事
ぎょうじ

です。 

 お月
つ き

見
み

 

 （十
じゅう

五
ご

夜
や

） 


